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研究成果の概要 

本研究は、光を用いて時間・空間的に制御した部位特異的な病変モデル動物を作成し、そのモデル動物

を既存のモデルと比較しつつ治療効果などを検討する。これまでの動物モデルでは、遺伝子発現を調整

する、薬剤を投与する等のモデルが主流であったが、臓器の一部分や、操作したい時を制御するのが困

難であった。そこで、本研究では後天的に光操作によって肺疾患モデルを作成することを目的としてお

り、既存の薬剤肺疾患モデルと比較しながら、モデルの病態や組織像を検討し、最終的には治療法の確

立を目指すものである。 

 本年度は、昨年度確立した光操作肺モデルのプロトコールに従って、細胞成分の変化についての検討

を行った。炎症反応の解析や、長期間経過した際の肺組織の変化を検討し、これまで用いられてきた薬

剤誘導肺線維症動物モデルとは異なることを見出している。引き続き解析を継続しつつ、治療ターゲッ

トの検索と同定をすすめる。 
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